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論文内容の要旨 
 

本論文は、真にサスティナブルな建築を実現するには、物質的な持続性もさることながらむし

ろ建築におけるある種の記号性が大きな意味をもつのではないか、という仮説から出発している。

実践的設計者である申請者は、自らが設計した建築群を題材としながら、建築における記号性の

持つ意味と実践的手法について論考し、サスティナブルな建築をつくるためのひとつの方法論を

示そうとしたものである。 

 ここで語られる建築の記号性は大まかにいえば２つに分類される。ひとつは人々が既に共有し

ている記憶に由来するもの、もうひとつは構築された建築によって新たに生み出される記憶に由

来するものである。それらが一定の連続性を持ち得るならば、そこで生成された新しい記号性は

人々が共有することが可能であり、それを備えた建築は単なる物質性を超えてサスティナブルな

建築となり得るのではないか、としている。 

 まず第１章にて論文全体の構成を示し、第２章ではサスティナブル建築を成立させる諸条件と

設計プロセスとの関係性の中で、記号性の占める位置を論証する。建築を成立させる概念につい

ては諸説あるが、ここでは近年難波和彦が「建築の四層構造」にて提示した物理性、エネルギー

性、機能性、記号性の４つの概念を取り上げ、建築のサスティナビリティーを論ずる上での記号

性について論証している。第３章では、今なお市民に愛され使い続けられているゼンパーの建築

を取り上げて、その設計方法論を４段階の設計プロセスとしてまとめ、その記号性がサスティナ

ビリティーを実現する上で有効であることを述べている。第４章では、自らが実践してきた設計

方法論にもとづく設計プロセス「最適化フロー」を、第３章で示した設計プロセスと比較検証し

て、この有効性を示している。最終章の第５章では、以上のことから「最適化フロー」によって

実現した「最適化する建築」が、サスティナブルな建築になり得る可能性について示し、今後の

課題についてまとめている。 

 本論文は実作とその設計プロセスを題材としながら、サスティナビリティーを実践すべき社会

的背景を前提に、物質性とは異なる記号性を論拠とした設計方法論の可能性を示し、その社会的

意義を明らかにしたものである。 
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論文審査の結果の要旨 

 

建築がサスティナビリティーを獲得するためには、耐久性や省エネルギーといった物的性質の

向上だけでなく人々がその建築を長期的に使い続けようとする意思の存在が不可欠である。建築

に対する人々のそうした意思を生み出すためには、技術的な設計内容の改善だけでなく、その意

思を誘発しあるいは支えるような記号性が必要ではないか。ここから出発した本論文は、そうし

た記号性は結果としての建築よりもその設計プロセスや設計手法そのものに可能性があると結論

づけていく。 

 建築にある種の性質を持たせるための設計方法論はあり得るか、という問いは、その性質が上

記のように人々の意思が強く反映されるような場合は論証が極めて困難である。ましてサスティ

ナビリティーに関する議論の歴史が浅い現代において、こうした議論はほとんどなされてこなか

った。その点において、本論文が建築物そのものよりも設計プロセスに着目し、その背景となる

建築や社会的概念との関係を扱っていることは、新たな視点として評価できる。 

 また、本論文が設計プロセスの分析を設計者自身が行なっていることで、論考の対象となる事

例が極めて具体的かつ実践的であり、実証的研究の資料価値という観点において優れたものとな

っている。ここで取り上げられた実作の大半が数々の受賞作品として一定の社会的評価を得てい

ることも、「人々の意思」の検証にかかわる研究として望ましい。結果としての建築物ではなく、

その設計プロセスが検証されることは、今後の方法論研究の可能性を示唆しているといえるだろ

う。 

 「最適化フロー」は、まず設計の与件を集め、与件から要素を抽出し、そこから屋根や窓とい

った「原型」を見出し、その「原型」を与件に合わせて変形するといった方法である。これを、ゼ

ムパーの建築論から導き出される、理論から必要を、必要から原型を、条件による原型の変形を、

そして結果としての現象へと進む設計プロセスと比較して、その類似性を示しているのである。

１９世紀、近代建築の台頭とともに様式建築が衰退し、同時に様式の意味が問い直されている中

で、建築家は建築の原型という概念や、その概念と社会との距離を埋めるための設計プロセスを

問い直すこととなったのである。こうしたこととの比較検証において、設計プロセスにおいてサ

スティナビリティーを支える指針を物的性質から記号性へと比重転換することの意義を探る、と

いう展開は大変興味深い。 

 以上、本論文における方法論の取り扱いは、結果としての建築におけるサスティナビリティー

の獲得を保証するための方法論を示すことではなく、サスティナビリティーを獲得するための新

たな指針とひとつの方法を明らかにしようとしたものである。全体としての論理展開においては

やや飛躍があるものの、豊富で充実した実作とその設計経緯をまとめた資料による設計プロセス

の検証という内容は、サスティナビリティーをめぐる研究に新しい視野を与えており、学位論文

としての価値を備えていると判断できる。 

 なお、本論文の基礎となった申請者による建築設計作品は、以下のとおりである。いずれも専

門審査員による権威ある建築団体での受賞作品であり、ほとんどが建築専門誌等に掲載・発表済

みの作品となっている。 
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